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問

燕
中
女
子
剣
道
部
の
全
国
中
学
校

剣
道
大
会
３
年
連
続
５
回
目
の
優
勝
は

偉
業
で
あ
る
。
顧
問
監
督
の
努
力
に
対

し
て
も
、
特
別
燕
市
民
栄
誉
賞
を
授
与

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

監
督
・
保
護
者
に
は
偉
業
を
祝
福

し
、
心
か
ら
感
謝
す
る
が
、
団
体
戦
の

連
覇
で
あ
り
、
今
年
の
チ
ー
ム
だ
け
特

別
に
表
彰
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

問

燕
、
吉
田
庁
舎
の
再
活
用
は
。
企

業
支
援
起
業
家
育
成
を
考
え
た
、
貸
し

支
援
室
と
し
た
ら
ど
う
か
。
燕
商
工
会

議
所
の
脱
下
請
自
社
商
品
開
発
取
り
組

み
に
支
援
を
し
て
ほ
し
い
が
、
い
か
が

か
。

答

起
業
家
育
成
の
た
め
、
公
共
的
団

体
へ
の
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
や
支
援
室
な

ど
の
賃
貸
、
脱
下
請
や
自
社
商
品
開
発

取
り
組
み
に
対
し
、
積
極
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
。

問

燕
市
地
域
防
災
計
画
を
問
う
。
日

本
列
島
脱
原
発
と
﹁
付
和
雷
同
﹂
の
ご

と
く
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
市
内
企
業
は

こ
れ
以
上
の
節
電
は
難
し
く
、
困
惑
さ

れ
て
い
る
。
発
電
所
の
運
転
状
況
を
把

握
さ
れ
て
い
る
か
。

答

燕
市
地
域
防
災
計
画
に
反
映
で
き

る
よ
う
作
業
し
て
い
る
。
火
力
発
電
施

設
は
飽
和
状
態
で
燃
料
高
騰
に
よ
る
電

気
料
金
値
上
げ
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
雇
用
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。

問

燕
中
等
教
育
学
校
の
生
徒
の
態
度

や
振
る
舞
い
に
は
、
毅
然
さ
と
日
本
人

と
し
て
の
礼
節
さ
が
あ
る
。
他
校
の
教

育
現
場
も
見
習
っ
て
ほ
し
い
。

答

今
後
市
内
の
学
校
と
の
交
流
を
深

め
る
機
会
を
設
け
、
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
て
い
く
。

大岩　勉 議員（旭日会）

燕
中
女
子
剣
道
部
に

特
別
市
民
栄
誉
賞
を 原子力の長期停止

東京電力福島第一原子力事故の影響等によ
り、全国各地の原子力発電所の停止が長期化
しており、供給力を補うために燃料費が割高
な火力発電の割合が増えています。

当社電源構成比の変化
発電電力量ベース　他者受電を含む

火力火力
59％59％

原子力原子力
26％26％

水力水力
13％13％

火力
59％

原子力
26％

水力
13％

３％ 新エネ他２％ 新エネ他

平成 22年度 平成 23 年度

（資料）東北電力株式会社

火力火力
83％83％

原子力原子力
2％2％ 水力水力

12％12％

火力
83％

原子力
2％ 水力

12％

編集会議では、活発な議論が行われています編集会議では、活発な議論が行われています

ヨ

ミ
ヤ
スイ・シメンノ・タ

メ
ニ

ヨ

ミ
ヤ
スイ・シメンノ・タ

メ
ニ

新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

　

私
た
ち
が
編
集
委
員
で
す

　

私
た
ち
が
編
集
委
員
で
す　このたび議会報等特別委員会の委員として、議会報の

編集作業に携わらせていただくことになりました。

　市民の皆様から親しんで読んでいただける、わかり

やすい紙面づくりを心がけながら取り組んでいきたいと

思っています。（樋浦恵美）

こっちも
いいよ

樋浦さんは
どうですか

市民にとって
わかりやすいのはそれいいね

どっちが
いいかな

そろそろ
意見集約
します

皆さん、
こういう感じに
なりますよ


